
 

   

 新庁舎は、災害対策機能を強化し、緑化や省エネ

ルギー設備を備え、環境へ配慮した庁舎となります。 

 今年度から工事に着手しましたが、現庁舎敷地内

で業務を継続しながら、免震構造の庁舎を３期に分

けて建設・接続する、非常に難易度の高い工事であ

り、完成は令和９年度の予定です。 

世  田  谷  区 

本庁舎の整備 小田急線沿線整備事業 

バスロータリーや賑わいを創出する場 

世田谷区は、23 区の南西部に位置し、区部最大人口を有しています。貴重な自然が残された国分寺崖線をはじめ、多くの河川、湧水地、

樹林地や農地など、23 区の中でもみどりの豊かさを誇れるまちです。 

世田谷区は 5 つの地域において、地域特性に合わせた 『参加と協働』 の街づくりに取り組んでいます。 

 小田急線（代々木上原駅～梅ヶ丘駅間）

連続立体交差事業等を契機として、小田急

線の地下化に伴い生じる線路跡地に防災・減

災機能の充実やみどりの基軸づくりを目指し

て、連続的な通路・緑地や下北沢駅前広場

等の整備プロジェクトを進めています。 

 

整備された公園内における豪雨時の前後 

グリーンインフラ 

 

After 

「みどりの基本計画」、「豪雨対策行動計

画」及び「環境基本計画」にグリーンインフラの

視点を取り入れ、大地や樹木などの自然環境

が有する多様な機能を活用し、みどりの保全や

豪雨対策などに取り組んでいます。 
 

Before 

世田谷区新庁舎等の完成イメージ動画 
（YouTube 公式チャンネル「SetagayaCity」） 

 

完成イメージ（中庭） 

 

大型重機を使用して、ケヤキを新しい移植場所に移動しました。（令和３年１１月） 

 

雨が 

降ると・・・ 

雨水貯留量 

：６㎥(6,000ℓ) 

雨水浸透量 

：３０㎥(30,000ℓ) 

せたがやグリーンインフラライブラリー 

（世田谷区ホームページ） 


